











































であり、…かなりの建前が含まれるそれらの言説」 、 「ジャンル特有の言葉の背後 渦巻く作家の思い」といった言い回しは、いずれも筆者の考える〈少年文学〉とは無縁のものと思われ　“〈少年文学〉は〈児童文学〉とは異なるジャンルだ”という当




する近世以来の「文学」概念 違い、それぞれの「文学」概念の中で位置する〈児童文学〉と〈少年文学〉 意味 違いなのであった。
　
坪内逍遙が、経学を中心とした従来の文学の下位に置かれてい






めるにつれて、小説がそれまで担っていた訓戒性・実用的要素政治的メッセージ伝達機能とも〴〵、本来あるべきでない、不純な要素とされて った。これは当然〈児童文学〉の位置づけにも直接的に影響したはずで 〈児童文 〉は、 教育的要素 不可避 ・決定的に含むから、それゆえに近代文学においては、その下等な部位として認識されることになるだろう。 〈少年文学〉 というジャンルは「かなりの建前が含まれる」はずと う時 出口氏は要するにそういう不純物 混じった文学が〈少年文学〉なのだから、相応の配慮をすべきだと主張しているのである。　
だが、経学と本質的切断を経験しなかった文学概念の中におけ
る〈少年文学〉は、これ は全く異なる評価を要求するはずである。確かに〈少年文学〉 子供に対する大人の嚮導的スタイ を持つ。しかしそのことは、 〈少年文学〉 を何ら貶め もので なく、





















にあり、 小説と経学と 間に切断はなかった。 彼の処女作 『露団々』（明
22・２～８）の結びの段落の冒頭語「噫、人の世は誠こそ尊
けれ。 」 （第二十一回）の「誠」は、 『中庸』の中心概念である、―という調子で主張されたならば、もちろん、それはちょっと違






古典研究・考証・伝記などの仕事が増えて、しだいに学問の人と目されるようになる。 明治三十九年には 『新群書類従』 （国書刊行会）の編纂刊行 従う （中略）　
明治四十四年二月、文学博士の学位を受けた。夏目漱石が














うという旅（ 「突貫紀 」 ） 最終場面に由来することは周知の通りである。郡山から東京までの汽車賃を残すために、福島から郡山間を徹夜で歩き通すことを決した、 その途上にものしたという、
5　　
里遠しいざつゆと寝ん草枕






　「迂人」 ―諸橋大漢和では、 ① 「世事にうとい人。 迂遠な人。 」 ② 「自称の謙辞」とあって、用例はない。他の辞書類も大同小異だが、
「迂」を含む類似語にも目をやると、 「迂叟」または「迂夫」を司馬光の号とすることや、 「迂儒」 （世情にうとく、その知識が実際に役立たない、つまらぬ学者」などといった語が目に入る。自分は世事にはうと が（謙辞） うといにはそれなりの理由があるのだゾ（矜持の念） という心意気を「露伴迂人」 裡に読み取っておくとよいだろうか。　
露伴が作家活動を開始した最初期、明治二十二年から二十四
年にかけて、特に二十三年の様々なテーマや文体に取組んだ時期が際立っ そう言えるのだが、一、 二作限りの戯号が用いられること 多か た。 「露伴」 「蝸牛露伴」などを基調としつつも、





文学〉を書き始めていたが、 それが本格化するのは二十年代後半、つまり日清戦争前夜から あり 従って戯号が少なくなっていく時期と重なる。ここで興味深いのは、 書き下ろしの 〈少 文学〉 『宝の蔵』 （明
25・７）と、 『少国民』の明治三十年四月号から六月号





かのように書かれているけれども、実は典拠とされる経典は皆露伴が捏っち上げたニセモノなのである。 「露伴夜話」は、 『宝の蔵』という自作のパロディ、いわば一種のお遊びといってよい作品であった。 〈少年文学〉にお 露伴は、 著書名 幸田露伴 「露伴」にほとんど余計なものをつけていな 。彼は戯号の使い方にそれなり 自覚的であったように思われる。　
さて、この「露伴迂人」は明治三十年の「露伴夜話」以後、明
治三十六年 再登場するまで、一旦消える（三十三年に一度だけ用いられるが。この時期は「迂人」だけが用いられなくなるのではなく、 そのほとんどが 「露 」 みで通されたようだ） 。 ところが、明治三十六年に入ってからまた使われ出し、大正六年まで、ちらほら散見されるようになる。そして、 これと軌を一にするように、「露伴道人」がまず登場するのである。　　　　
３
































このうち、 後半にみえる「我が知れる」 、 「我をして」 、 「我が心の」
のうちの一人に、 「露伴道人」がいた、ということである（月の光り」の他の、 「俗一言芳談」等には「幸田露伴」と記されている） 。「浮世」が付くとはいえ、 「露伴道人」の出現がこうした仏教の文脈からであった、ということは無視すべきではないと思う。　「道人」
―諸橋大漢和を引くと、 まず①「道を得た人、 有道の人。 」





手元の仏教辞典（ 『例文仏教語大辞典』 ［小学館］ ）では、 ①「仏



















明治三十六年、 「迂人」復活と同時に登場した「 人」は、 「迂




















亞堂書房から出た『日本文藝叢書』シリーズ 解題を執筆 際に「露伴学人」が用いられたからであ 。それにつれて、す に明治四十一年から始まっていた『努力論』に後にまとめられる諸

































































露伴が自分の雅号に「露伴迂人」 ・ 「露伴道人」 ・ 「露伴学人」を
持つということ、そのことの意味、これらはしかしいずれも決して一義的に確定できる問題ではない。それらは、儒 や仏教、そして道教などを、露伴がどのように学んだのか、という問題と密接に関わるからである。露伴はたとえば、






































































しかし、これを見ただけでは、たとえばある作品が連載時に常に同じ著者名を用いていたかどうかを確かめられない等、はなはだ不備といわざるをえない。そ ではあるが、そのいちいちに当たるといった作業は、現在の筆者の境遇が許さいので、不十分は承知の上で、おおよその見通し 立てるという程度の心つもりで、右 試論 行うこととしたい。

































































































13）世俗的価値と地続きである儒教の真理は、それを求め、近づきたいと努力することそれ自体が たとえそれが中途半端に終ろうと 、価値あ ものと認められ 評価の対象となりうるだろう（聖人になれなければ意味がない ではないだろう） 。これに対し、世俗的価値と 断絶とそこからの超克を、その内容として含む仏教の真理においては、中途半端は依然世俗性 圏内に留まりそれに らわれて る点で 全然なっていない、とい ことであろう。
（
14） 「道教に就いて」 （岩波講座『哲学』 ［昭８・５］の一冊） 。
（せきや
　ひろし／本学教授）
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